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※設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー(第4版)に準拠

BIMによる設計部門と施工部門の共創（例）｜設備工事
※ワークフローはプロジェクト毎にBEPで決めるため、本ワークフローはあくまでも一例
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想定建物︓設計施⼯⼀貫⽅式｜S造｜杭基礎｜地下1階・地上10階｜解体⼯事なし｜延床︓5,000m2｜設計・施⼯の⼯程は現状を踏襲
表中の はBIMを活⽤した場合を⽰す⼀例です

BIMによる意匠・構造・設備部門間の共創（例）
※ワークフローはプロジェクト毎にBEPで決めるため、本ワークフローはあくまでも一例

■BIMによるデータ連携の例（設備設計⇔設備施工） ■BIMによるデータ連携の例（意匠・構造⇔設備）

【設計部門と施工部門の共創とデータ連携のポイント】
設備分野において、設計部門と施工部門の目線合わせは重要である。特に設備工事では、電気・機械といった分

野の違いや、設計者、現場管理者、専門工事業者など関係者が多岐にわたるため、共有すべき情報も多くなる。そ
のため、各担当者が担う役割をあらかじめ整理し、共創の前提条件を明確にしておくことが求められる。
古い情報を基に検討を⾏った結果、⼿戻りが発⽣したり、情報伝達の不整合によって必要な設備性能が確保でき

なかったりするケースを防ぐためには、あらかじめ設計・施工の開始時にBEP（実⾏計画書）を作成し、いつ・誰が・ど
のような情報を提供し、それを誰がどのように利⽤するのかを関係者間で合意しておくことが有効である。これにより、正
しい情報を適切なタイミングで共有することが可能となる。
日建連「BIMによる設計部門と施工部門の共創（例）」ワークフローをベースに、設備設計者と設備施工者間で

のデータ連携の一例を⽰す。

【意匠・構造・設備部門間の共創とデータ連携のポイント】
設備設計段階におけるBIMワークフローを検討する際には、設計部門と施工部門に加え、意匠・構造との共

創を前提とすることが重要である。
例えば、S2（基本設計）では、室諸元やシステム検討に必要な情報を整理し、⾯積やプラン、荷重、躯体に

関わる設備条件、納まりが困難となる可能性のある箇所などを関係者間で共有する。続くS3（実施設計）で
は、室諸元や詳細計算、機器選定を確定させ、図⾯を確定する。
設備設計では、室諸元の整理やシステム設計、設備計算、省エネルギー計算などが重要となる。これらの建築

情報や設備機器情報をBIMデータとして連携することで、設計作業の効率化と設計精度の向上が期待される。
意匠設計・構造設計・設備設計間の共創のワークフローとデータ連携の一例を⽰す。
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